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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第82期

第３四半期累計期間
第83期

第３四半期累計期間
第82期

会計期間
自 2018年10月１日
至 2019年６月30日

自 2019年10月１日
至 2020年６月30日

自 2018年10月１日
至 2019年９月30日

売上高 (千円) 3,302,392 2,388,042 4,279,445

経常利益又は経常損失(△) (千円) 209,391 △41,510 247,469

四半期(当期)純利益又は
四半期純損失(△)

(千円) 144,380 △51,836 173,090

持分法を適用した場合の
投資利益

(千円) ― ― ―

資本金 (千円) 921,100 921,100 921,100

発行済株式総数 (株) 5,870,000 5,870,000 5,870,000

純資産額 (千円) 3,542,397 3,326,260 3,567,238

総資産額 (千円) 6,536,382 6,087,267 6,444,227

１株当たり四半期(当期)純利益
又は１株当たり四半期純損失(△)

(円) 24.60 △8.83 29.49

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) 15.00 15.00 29.00

自己資本比率 (％) 54.2 54.6 55.4
 

 

回次
第82期

第３四半期会計期間
第83期

第３四半期会計期間

会計期間
自 2019年４月１日
至 2019年６月30日

自 2020年４月１日
至 2020年６月30日

１株当たり四半期純利益
又は１株当たり四半期純損失(△)

(円) 2.35 △7.65
 

(注) １　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２ 持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。

３ 第82期第３四半期累計期間及び第82期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在

株式が存在しないため記載しておりません。

第83期第３四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、１株当たり四半期純損失

であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期累計期間において、当社が営んでいる事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資

者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリス

ク」について重要な変更はありません。

 なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間末日現在において当社が判断したものであります。

(1）経営成績の分析

当第３四半期累計期間（2019年10月１日～2020年６月30日）は、エネルギー関連製品及び産業システム関連製品

とも前期に比し需要低迷が予想される中、期前半は、計画を上回る状況で推移いたしました。しかし、３月以降、

新型コロナウイルス感染症の拡大防止に向けた経済活動の自粛等の影響により企業活動が制限された状況の下、Web

会議、テレワーク等の積極的な活用により受注の確保および生産性の維持・向上に取り組みましたが、顧客企業に

おける計画の延期および中止等の影響もあり、全体的に低調に推移いたしました。

この結果、売上高は23億８千８百万円（前年同四半期比27.7％減）、営業損失は４千３百万円（前年同四半期は

２億５百万円の営業利益）、経常損失は４千１百万円（前年同四半期は２億９百万円の経常利益）、四半期純損失

は５千１百万円（前年同四半期は１億４千４百万円の四半期純利益）となりました。

セグメント別の業績は次のとおりであります。

エネルギー関連事業におきましては、核融合関連製品の増加がありましたが、研究機関向け軽水炉関連製品およ

び韓国向けＦＢＲ関連製品の減少等が大きく、売上高は10億７千７百万円（前年同四半期比30.8％減）、セグメン

ト利益（営業利益）は１億９百万円（前年同四半期比54.5％減）となりました。

産業システム関連事業におきましては、半導体製造装置関連製品は比較的堅調に推移しましたが、ＦＰＤ製造装

置関連製品等の減少が大きく、売上高は12億２百万円（前年同期比25.7％減）、セグメント利益（営業利益）は７

千８百万円（前年同期比63.1％減）となりました。

 
(2）財政状態の分析

（資産）

総資産は、前事業年度末に比べ３億５千６百万円減少し、60億８千７百万円となりました。これは主に現金及び

預金が増加した半面、電子記録債権および受取手形及び売掛金が減少したことによるものであります。

（負債）

負債は、前事業年度末に比べ１億１千５万円減少し、27億６千１百万円となりました。これは主に支払手形及び

買掛金等の仕入債務が減少したことによるものであります。

（純資産）

純資産は、前事業年度末に比べ２億４千万円減少し、33億２千６百万円となりました。これは主に、配当金の支

払いおよび四半期純損失の計上により利益剰余金が減少したことによるものであります。

 
(3）経営方針・経営戦略等

当第３四半期累計期間において、当社が定めている経営方針・経営戦略等について、重要な変更はありません。

 
(4）事業上及び財務上対処すべき課題

当第３四半期累計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題

はありません。

 
(5）研究開発活動

当第３四半期累計期間における研究開発費の総額は６千２百万円であります。

　なお、当第３四半期累計期間において当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

EDINET提出書類

助川電気工業株式会社(E01997)

四半期報告書

 3/15



 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 16,800,000

計 16,800,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(2020年６月30日)

提出日現在発行数(株)
(2020年８月７日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 5,870,000 5,870,000
東京証券取引所
JASDAQ(スタンダード)

単元株式数は
100株で
あります。

計 5,870,000 5,870,000 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

 

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

 

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2020年６月30日 ― 5,870 ― 921,100 ― 653,236
 

 

(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   2020年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
　(自己保有株式) 
普通株式  1,500

 

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 5,864,000
 

58,640 ―

単元未満株式 普通株式 4,500
 

― ―

発行済株式総数 5,870,000 ― ―

総株主の議決権 ― 58,640 ―
 

(注) 当第３四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(2020年３月31日)に基づく株主名簿による記載をしております。

 
② 【自己株式等】

  2020年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
助川電気工業株式会社

茨城県日立市滑川本町
３丁目19番５号

1,500 ─ 1,500 0.02

計 ― 1,500 ─ 1,500 0.02
 

 

２ 【役員の状況】

 

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第63

号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間(2020年４月１日から2020年６月

30日まで)及び第３四半期累計期間(2019年10月１日から2020年６月30日まで)に係る四半期財務諸表について、興亜監

査法人による四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(2019年９月30日)
当第３四半期会計期間
(2020年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 678,101 813,963

  受取手形及び売掛金 1,601,991 1,461,156

  電子記録債権 402,105 79,366

  商品及び製品 259,159 266,119

  仕掛品 364,172 295,960

  原材料及び貯蔵品 504,178 517,487

  その他 18,802 70,483

  流動資産合計 3,828,510 3,504,535

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物（純額） 554,829 685,208

   土地 854,844 854,844

   その他（純額） 353,520 252,581

   有形固定資産合計 1,763,193 1,792,634

  無形固定資産 73,709 65,558

  投資その他の資産   

   その他 778,813 724,539

   投資その他の資産合計 778,813 724,539

  固定資産合計 2,615,717 2,582,732

 資産合計 6,444,227 6,087,267

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 320,530 247,286

  電子記録債務 141,199 107,525

  短期借入金 690,000 750,000

  賞与引当金 76,370 17,890

  その他 281,047 295,497

  流動負債合計 1,509,147 1,418,198

 固定負債   

  社債 772,000 758,000

  長期借入金 3,340 ―

  退職給付引当金 209,537 202,388

  役員退職慰労引当金 356,554 358,716

  その他 26,410 23,703

  固定負債合計 1,367,841 1,342,808

 負債合計 2,876,989 2,761,006
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           (単位：千円)

          
前事業年度

(2019年９月30日)
当第３四半期会計期間
(2020年６月30日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 921,100 921,100

  資本剰余金 654,553 654,553

  利益剰余金 1,972,124 1,750,102

  自己株式 △923 △923

  株主資本合計 3,546,855 3,324,832

 評価・換算差額等   

  その他有価証券評価差額金 20,382 1,428

  評価・換算差額等合計 20,382 1,428

 純資産合計 3,567,238 3,326,260

負債純資産合計 6,444,227 6,087,267
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(2) 【四半期損益計算書】

【第３四半期累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期累計期間
(自 2018年10月１日
　至 2019年６月30日)

当第３四半期累計期間
(自 2019年10月１日
　至 2020年６月30日)

売上高 3,302,392 2,388,042

売上原価 2,539,576 1,924,287

売上総利益 762,815 463,755

販売費及び一般管理費 557,260 507,377

営業利益又は営業損失（△） 205,555 △43,622

営業外収益   

 受取利息 2,412 2,357

 受取配当金 6,287 5,069

 その他 4,928 6,201

 営業外収益合計 13,628 13,627

営業外費用   

 支払利息 8,901 9,758

 投資有価証券売却損 ― 904

 その他 890 853

 営業外費用合計 9,791 11,516

経常利益又は経常損失（△） 209,391 △41,510

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） 209,391 △41,510

法人税、住民税及び事業税 38,004 4,142

法人税等調整額 27,006 6,183

法人税等合計 65,011 10,325

四半期純利益又は四半期純損失（△） 144,380 △51,836
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【注記事項】

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計期

間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 

 
前第３四半期累計期間
(自 2018年10月１日
至 2019年６月30日)

当第３四半期累計期間
(自 2019年10月１日
至 2020年６月30日)

減価償却費 126,966千円 125,732千円
 

　

 
(株主資本等関係)

前第３四半期累計期間(自 2018年10月１日 至 2019年６月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年12月20日
定時株主総会

普通株式 82,159 14 2018年９月30日 2018年12月21日 利益剰余金

2019年５月９日
取締役会

普通株式 88,027 15 2019年３月31日 2019年６月10日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後と

なるもの

該当事項はありません。

 
３．株主資本の著しい変動

当社は、2018年11月８日開催の取締役会において、2018年12月20日開催の第81期定時株主総会に、「資本準備金の

額の減少の件」を付議すること並びに本議案が承認可決されることを条件として、会社法第178条の規定に基づき、自

己株式を消却することを決議いたしました。「資本準備金の額の減少の件」に係る議案は、同定時株主総会で承認可

決されたため、2018年12月20日付でその効力が発生しており、同日付で自己株式840,000株の消却を行っております。

これにより、資本剰余金及び自己株式がそれぞれ509,755千円減少し、当第３四半期会計期間末において資本剰余金

654,553千円、自己株式923千円となっております。なお、これによる株主資本の合計金額には影響ありません。

 
当第３四半期累計期間(自 2019年10月１日 至 2020年６月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年12月19日
定時株主総会

普通株式 82,158 14 2019年９月30日 2019年12月20日 利益剰余金

2020年５月７日
取締役会

普通株式 88,027 15 2020年３月31日 2020年６月10日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後と

なるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期累計期間(自 2018年10月１日 至 2019年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円)

 

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期損益
計算書計上
額(注)３エネルギー

関連事業
産業システ
ム関連事業

計

売上高        

  外部顧客への売上高 1,557,442 1,618,716 3,176,159 126,233 3,302,392 ― 3,302,392

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ― ― ― ―

計 1,557,442 1,618,716 3,176,159 126,233 3,302,392 ― 3,302,392

セグメント利益 240,928 212,289 453,217 2,048 455,265 △249,710 205,555
 

(注) １　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、飲食店の経営等を含んでおりま

す。

２　セグメント利益の調整額△249,710千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり、主に報告

セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３　セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第３四半期累計期間(自 2019年10月１日 至 2020年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円)

 

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期損益
計算書計上
額(注)３エネルギー

関連事業
産業システ
ム関連事業

計

売上高        

  外部顧客への売上高 1,077,931 1,202,197 2,280,128 107,913 2,388,042 ― 2,388,042

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ― ― ― ―

計 1,077,931 1,202,197 2,280,128 107,913 2,388,042 ― 2,388,042

セグメント利益又は損失(△) 109,673 78,420 188,094 △6,414 181,680 △225,302 △43,622
 

(注) １　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、飲食店の経営等を含んでおりま

す。

２　セグメント利益又は損失の調整額△225,302千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり、

主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３　セグメント利益又は損失は、四半期損益計算書の営業損失と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第３四半期累計期間
(自 2018年10月１日
至 2019年６月30日)

当第３四半期累計期間
(自 2019年10月１日
至 2020年６月30日)

１株当たり四半期純利益又は
１株当たり四半期純損失(△)

24円60銭 △8円83銭

    (算定上の基礎)   

   四半期純利益又は四半期純損失(△)(千円) 144,380 △51,836

   普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失(△)(千円) 144,380 △51,836

    普通株式の期中平均株式数(株) 5,868,516 5,868,480
 

(注)　前第３四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載

しておりません。

当第３四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、１株当たり四半期純損失であ

り、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

 

第83期（2019年10月１日から2020年９月30日まで）中間配当については、2020年５月７日開催の取締役会におい

て、2020年３月31日の株主名簿に記載された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしました。

①　配当金の総額 88,027千円

②　１株当たりの金額 15円00銭

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日 2020年６月10日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

　該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2020年８月６日

助川電気工業株式会社

取締役会 御中

興亜監査法人
 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士　　柿　　原　　　佳　　孝　　印

 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士　　芝　　　　　　康　　治　　印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている助川電気工業株

式会社の2019年10月１日から2020年９月30日までの第83期事業年度の第３四半期会計期間(2020年４月１日から2020年６

月30日まで)及び第３四半期累計期間(2019年10月１日から2020年６月30日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半

期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、助川電気工業株式会社の2020年６月30日現在の財政状態及び同日をもって

終了する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認めら

れなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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